
　
新
機
関
創
設
の
発
端
と
な
っ
た
の

は
、
平
成
18
年
6
月
の
全
専
各
連
の
総

会
で
、
当
時
の
中
込
三
郎
会
長
が
打
ち

出
し
た
専
門
学
校
の
〝
一
条
校
化
〞
の

運
動
で
す
。
そ
の
年
は
教
育
の
憲
法
と

い
わ
れ
る
「
教
育
基
本
法
」
が
60
年
ぶ

り
に
改
正
さ
れ
、
教
育
目
標
の
一
つ
に

「
職
業
及
び
生
活
と
の
関
連
重
視
」
が

盛
り
込
ま
れ
ま
し
た
。
こ
れ
が
追
い
風

と
な
り
、「
新
学
校
種
」
の
運
動
に
弾

み
が
つ
い
た
の
で
す
。

　
平
成
20
年
、塩
谷
立
文
部
科
学
相（
当

時
）
が
中
教
審
に
「
今
後
の
学
校
に
お

け
る
キ
ャ
リ
ア
教
育
・
職
業
教
育
の
在

り
方
に
つ
い
て
」
諮
問
。
平
成
23
年
、

中
教
審
に
「
キ
ャ
リ
ア
教
育
・
職
業
教

育
特
別
部
会
」
が
設
置
さ
れ
、
本
格
的

な
議
論
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　
翌
年
、
中
教
審
は
「
職
業
実
践
的
な

教
育
に
特
化
し
た
枠
組
み
に
つ
い
て
」

明
記
さ
れ
た
答
申
を
ま
と
め
ま
し
た
。

　
以
降
、
専
修
学
校
に
関
す
る
協
力
者

会
議
や
有
識
者
会
議
の
報
告
を
受
け
て

昨
年
の
4
月
、
当
時
の
下
村
博
文
文
部

科
学
相
が
中
教
審
に
「
実
践
的
な
職
業

教
育
を
行
う
新
た
な
高
等
教
育
機
関
」

の
制
度
化
に
つ
い
て
諮
問
。
こ
れ
を
受

け
て
特
別
部
会
が
設
置
さ
れ
、
17
回
の

会
議
の
議
論
を
経
て
答
申
案
が
ま
と
め

ら
れ
、
5
月
30
日
の
中
教
審
総
会
に
お

い
て
新
機
関
の
創
設
を
馳
文
科
相
に
答

申
し
た
の
で
す
。

　「
社
会
・
経
済
の
変
化
に
伴
う
人
材

需
要
に
即
応
し
た
質
の
高
い
専
門
職
業

人
養
成
の
た
め
の
新
た
な
高
等
教
育
機

関
の
制
度
化
に
つ
い
て
」
と
題
さ
れ
た

答
申
は
、
第
Ⅰ
章
・
21
世
紀
を
生
き
る

職
業
人
を
取
り
巻
く
状
況
と
今
後
の
職

業
人
材
養
成
、
第
Ⅱ
章
・
高
等
教
育
に

お
け
る
職
業
人
養
成
の
現
状
と
課
題
、

第
Ⅲ
章
・
新
た
な
高
等
教
育
機
関
の
制

度
化
の
方
向
性
、
第
Ⅳ
章
・
新
た
な
高

等
教
育
機
関
の
制
度
設
計
等
で
構
成
さ

れ
て
い
ま
す
。

　
新
機
関
の
養
成
す
る
人
材
は
「
基

礎
・
教
養
や
理
論
に
も
裏
付
け
ら
れ
た

す
ぐ
れ
た
技
能
等
を
強
み
に
、
事
業
の

現
場
の
中
核
を
担
い
、
現
場
レ
ベ
ル
の

改
善
・
革
新
を
牽
引
し
て
い
く
こ
と
の

で
き
る
人
材
」
な
ど
を
挙
げ
、
修
業
年

限
は
2
・
3
年
制
及
び
4
年
制
の
複
数

と
し
て
い
ま
す
。
教
育
内
容
・
方
法
に

つ
い
て
は
「
卒
業
単
位
の
お
お
む
ね
3

〜
4
割
程
度
以
上
は
、
実
習
等
（
又
は

演
習
及
び
実
習
等
）
の
科
目
を
修
得
」

す
る
こ
と
と
し
、「
適
切
な
指
導
体
制

が
確
保
さ
れ
た
企
業
内
実
習
等
を
、
2

年
間
で
3 

0 

0
時
間
以
上
、
4
年
間
で

6 

0 

0
時
間
以
上
履
修
」
す
る
と
さ
れ

て
い
ま
す
。

　
ま
た
教
員
に
つ
い
て
は
「
必
要
専
任

教
員
数
の
お
お
む
ね
4
割
以
上
は
、
実

務
家
教
員
」
と
し
、
さ
ら
に
専
任
実
務

家
教
員
に
つ
い
て
は
、「
そ
の
必
要
数

の
半
分
以
上
は
、
研
究
能
力
を
併
せ
有

す
る
実
務
家
教
員
と
す
る
」
と
し
て
い

ま
す
。
こ
の
ほ
か
新
機
関
の
制
度
化
に

関
し
て
は
、
質
の
保
証
、
研
究
機
能
の

位
置
づ
け
、
学
位
、
名
称
、
設
置
形
態
、

財
政
処
置
に
つ
い
て
も
取
り
上
げ
て
い

ま
す
。

　「
学
位
」
は
、
実
践
的
な
職
業
教
育

の
成
果
を
微
表
す
る
も
の
と
し
て
相
応

し
い
学
位
名
称
、
ま
た
「
名
称
」
に
つ

い
て
4
年
制
は「
専
門
職
業
大
学
」、「
専

門
職
大
学
」
な
ど
、2
・
3
年
制
は
「
専

門
職
業
短
期
大
学
」、「
専
門
職
短
期
大

学
」
な
ど
を
挙
げ
て
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
「
財
政
措
置
」
で
は
、
必
要

な
財
源
の
確
保
を
図
り
、
実
践
的
な
職

業
教
育
を
行
い
、
専
門
職
業
人
養
成
を

担
う
機
関
と
し
て
相
応
し
い
支
援
を
し

て
い
く
と
し
て
い
ま
す
。
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【
養
成
す
る
人
材
】

　
○
変
化
へ
の
対
応
が
求
め
ら
れ

る
中
で
、
基
礎
・
教
養
や
理
論
に

も
裏
付
け
ら
れ
た
す
ぐ
れ
た
技
能

等
を
強
み
に
、
事
業
の
現
場
の
中

核
を
担
い
、
現
場
レ
ベ
ル
の
改
善
・

革
新
を
牽
引
し
て
い
く
こ
と
の
で

き
る
人
材
。

　
○
高
等
教
育
の
修
了
・
入
職
時
点

で
、
専
門
的
な
業
務
を
担
う
こ
と
の

で
き
る
実
践
的
な
能
力
と
と
も
に
、

変
化
に
対
応
し
、
自
ら
の
職
業
能

力
を
継
続
的
に
高
め
て
い
く
た
め

の
基
礎
（
伸
び
し
ろ
）
を
身
に
付

け
た
人
材
。

　
【
修
業
年
限
】

　
○
2
・
3
年
制
及
び
4
年
制
の

複
数
の
修
業
年
限
を
制
度
化
。

　
○
4
年
制
課
程
に
つ
い
て
は
、
前

期
・
後
期
の
区
分
制
課
程
も
導
入
。

　
【
教
育
内
容
・
方
法
】

　
○
分
野
の
特
性
に
応
じ
、
卒
業

単
位
の
お
お
む
ね
3
〜
4
割
程
度

以
上
は
、
実
習
等
（
又
は
演
習
及

び
実
習
等
）
の
科
目
を
修
得
。

　
○
分
野
の
特
性
に
応
じ
、
適
切

な
指
導
体
制
が
確
保
さ
れ
た
企
業

内
実
習
等
を
、
2
年
間
で
3 

0 

0

時
間
以
上
、
4
年
間
で
6 

0 

0
時

間
以
上
履
修
。

　
○
産
業
界
・
地
域
の
関
係
機
関

と
の
連
携
に
よ
り
、
教
育
課
程
を

編
成
・
実
施
す
る
体
制
を
機
関
内

に
整
備
。

　
○
社
会
人
等
を
パ
ー
ト
タ
イ
ム

学
生
や
科
目
等
履
修
生
と
し
て
積

極
的
に
受
け
入
れ
る
仕
組
み
や
、
短

期
の
学
修
成
果
を
積
み
上
げ
、
学
位

取
得
に
つ
な
げ
る
仕
組
み
の
整
備
。

　
【
教
員
】

　
○
実
務
家
教
員
を
、
教
員
組
織

の
中
に
積
極
的
に
位
置
付
け
。
〜

必
要
専
任
教
員
数
の
お
お
む
ね
4

割
以
上
は
、
実
務
家
教
員
と
す
る
。

さ
ら
に
、
専
任
実
務
家
教
員
に
つ

い
て
は
、
そ
の
必
要
数
の
半
分
以

上
は
、
研
究
能
力
を
併
せ
有
す
る

実
務
家
教
員
と
す
る
〜
。

　
○
設
置
認
可
時
の
教
員
資
格
審

査
で
は
、
実
務
家
に
つ
い
て
、
そ

の
実
務
卓
越
性
に
基
づ
き
、
教
員

と
し
て
の
資
格
を
適
切
に
評
価
。

　
【
入
学
者
の
受
け
入
れ
】

　
○
専
門
高
校
卒
業
生
、
社
会
人
学

生
、
編
入
学
生
な
ど
多
様
な
学
生

を
積
極
的
に
受
け
入
れ
る
こ
と
を
、

努
力
義
務
化
。

　
○
入
学
者
選
抜
で
は
、
実
務
経
験

や
保
有
資
格
、
技
能
検
定
で
の
成

績
等
を
積
極
的
に
考
慮
し
、
意
欲
・

能
力
・
適
性
等
を
多
面
的
・
総
合

的
に
評
価
。

　
【
質
保
証
】

　
○
質
の
高
い
実
践
的
な
職
業
教

育
を
行
う
機
関
と
し
て
の
相
応
し

い
設
置
基
準
等
を
制
定
。

　
○
各
授
業
科
目
に
つ
い
て
同
時

に
授
業
を
受
け
る
学
生
数
を
、
原

則
40
人
以
下
と
す
る
こ
と
を
義
務

付
け
。

　
○
大
学
・
短
大
と
同
等
ま
た
は

そ
れ
以
上
に
充
実
し
た
情
報
公
表

を
義
務
付
け
。

　
○
認
証
評
価
に
つ
い
て
は
、
専

門
団
体
と
の
連
携
に
よ
り
、
分
野

別
質
保
証
の
観
点
を
採
り
入
れ
た

評
価
を
導
入
。

　
【
研
究
機
能
の
位
置
づ
け
】

　
○
新
た
な
機
関
の
機
能
は
、
実
践

的
な
専
門
職
業
人
養
成
の
た
め
の

「
教
育
」
に
重
点
を
置
く
が
、
理
論

と
実
践
を
架
橋
す
る
教
育
を
行
う

た
め
に
も
、
機
関
の
目
的
に
は
「
研

究
」
を
含
め
る
。

　
【
学
位
】

　
○
実
践
的
な
職
業
教
育
の
成
果

を
微
表
す
る
も
の
と
し
て
相
応
し

い
学
位
名
称
を
設
定
。

　
【
名
称
】

　
○
例
え
ば
、
4
年
制
は
「
専
門

職
業
大
学
」、「
専
門
職
大
学
」
な
ど
、

2
・
3
年
制
は
「
専
門
職
業
短
期

大
学
」、「
専
門
職
短
期
大
学
」
な
ど
。

　
【
設
置
形
態
】

　
○
既
存
の
大
学
、
短
期
大
学
が
、

一
部
の
学
部
、
学
科
を
転
換
さ
せ

る
な
ど
、
新
た
な
機
関
を
併
設
し
、

よ
り
多
様
な
学
習
機
会
を
学
生
に

提
供
す
る
こ
と
も
可
能
。

　
【
財
政
措
置
】

　
○
必
要
な
財
源
の
確
保
を
図
り
、

実
践
的
な
職
業
教
育
を
行
い
、
専

門
職
業
人
養
成
を
担
う
機
関
と
し

て
相
応
し
い
支
援
を
行
っ
て
い
く
。

　

本
協
会
や
全
専
各
連
が
最
重
点
目
標
と
し
て
取
り
組
ん
で
き
た
「
新
学
校
種
」
創
設
の
運
動
が
具
体
化
し
、

本
格
的
に
動
き
始
め
ま
し
た
。
中
央
教
育
審
議
会
（
会
長
：
北
山
禎
介
三
井
住
友
銀
行
会
長
）
は
5
月
30
日
、

文
部
科
学
省
で
第
1 

0 

7
回
総
会
を
開
き
、
実
践
的
な
職
業
教
育
を
行
う
新
た
な
高
等
教
育
機
関
（
以
下
新

機
関
）
の
創
設
を
馳
浩
文
部
科
学
相
（
当
時
）
に
答
申
し
ま
し
た
。
文
部
科
学
省
は
こ
の
答
申
を
受
け
て
、

必
要
な
関
係
法
の
改
正
や
新
機
関
の
設
置
基
準
を
速
や
か
に
検
討
し
、
平
成
31
年
春
の
「
専
門
職
大
学
」（
仮

称
）の
開
学
を
目
指
し
ま
す
。
大
学
制
度
に
新
た
な
教
育
機
関
が
創
設
さ
れ
る
の
は
約
半
世
紀
ぶ
り
の
こ
と
で
、

本
協
会
関
係
者
は
国
会
に
お
け
る
関
係
法
案
の
早
期
成
立
や
新
機
関
の
設
置
基
準
の
内
容
等
に
注
視
し
、
新

機
関
の
早
期
実
現
に
大
き
な
期
待
を
寄
せ
て
い
ま
す
。

文部科学省で開かれた第107回中央教育審議会総会

中央教育審議会

職
業
教
育
に
特
化
し
た「
新
機
関
」の
創
設
答
申

平
成
31
年
の
開
学
め
ざ
し
関
係
法
案
改
正
へ

新 機 関 の 制 度 化 の ポ イ ン ト

888888888888

888888888888
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本
協
会
（
小
林
光
俊
会
長
）
の
平
成
28
年

度
定
例
総
会
・
理
事
会
が
6
月
16
日
、
東
京
・

千
代
田
区
九
段
北
の
ア
ル
カ
デ
ィ
ア
市
ヶ
谷

で
開
か
れ
ま
し
た
。

　
中
村
徹
副
会
長
の
開
式
の
言
葉
に
続
い

て
、
小
林
会
長
が
冒
頭
の
あ
い
さ
つ
で
「
日

本
の
職
業
教
育
が
国
際
社
会
に
通
用
す
る
新

し
い
高
等
教
育
機
関
と
し
て
、
そ
の
創
設
が

中
央
教
育
審
議
会
の
答
申
に
盛
り
込
ま
れ
ま

し
た
。
専
門
学
校
で
学
ぶ
学
生
が
夢
と
希
望

を
持
っ
て
職
業
教
育
を
学
べ
る
制
度
に
構
築

し
て
行
く
こ
と
が
大
切
だ
」
と
述
べ
ま
し
た
。

そ
の
上
で
、
4
年
間
の
会
長
任
期
中
に
文
部

科
学
大
臣
認
定
の
職
業
実
践
専
門
課
程
が
創

設
さ
れ
た
こ
と
や
、
専
修
学
校
制
度
40
周
年

記
念
式
典
が
盛
大
に
開
か
れ
た
こ
と
な
ど
に

関
し
て
行
政
や
会
員
に
対
し
て
感
謝
の
意
を

表
明
、「
新
し
い
教
育
制
度
の
創
設
に
向
け

て
、
み
な
さ
ん
と
共
に
歩
ん
で
い
き
た
い
」

と
呼
び
か
け
ま
し
た
。

　
続
い
て
来
賓
と
し
て
出
席
し
た
文
部
科
学

省
専
修
学
校
教
育
振
興
室
の
白
鳥
綱
重
室

長
、
日
本
学
生
支
援
機
構
の
大
木
高
仁
理
事

が
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。
白
鳥
室
長
は
あ
い

さ
つ
を
兼
ね
て
行
政
報
告
を
行
い
ま
し
た
。

配
布
資
料
に
沿
っ
て
平
成
28
年
度
専
修
学
校

予
算
や
成
長
分
野
等
に
お
け
る
中
核
的
専
門

人
材
養
成
等
の
戦
略
的
推
進
、
職
業
実
践
専

門
課
程
を
通
じ
た
専
修
学
校
の
質
保
証
・
向

上
の
推
進
、
専
修
学
校
の
振
興
策
を
総
合
的

に
検
討
す
る
「
こ
れ
か
ら
の
専
修
学
校
教
育

の
振
興
の
あ
り
方
検
討
会
議
」
の
動
向
、
新

た
な
高
等
教
育
機
関
の
制
度
化
等
に
つ
い
て

詳
し
く
説
明
し
ま
し
た
。

　
総
会
で
は
、
第
1
号
議
案
・
平
成
27
年
度

事
業
報
告
、
第
2
号
議
案
・
平
成
27
年
度
決

算
報
告
並
び
に
監
査
報
告
、
第
3
号
議
案
・

平
成
28
年
度
事
業
計
画
案
、
第
4
号
議
案
・

平
成
28
年
度
収
支
予
算
案
、
第
5
号
議
案
・

役
員
改
選
案
が
順
次
審
議
さ
れ
、
い
ず
れ
も

原
案
通
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　
本
協
会
の
平
成
28
年
度
事
業
計
画
で
は
①

「
職
業
実
践
専
門
課
程
」
認
定
制
度
の
普
及
・

検
証
と
実
践
的
な
職
業
教
育
を
行
う
新
た
な

高
等
教
育
機
関
の
制
度
化
の
早
期
実
現
②
職

業
実
践
専
門
課
程
の
質
的
な
充
実
を
含
む
専

門
学
校
制
度
の
充
実
・
改
善
に
必
要
な
方
策

の
実
現
を
重
点
目
標
に
掲
げ
て
い
ま
す
。

　
ま
ず
新
機
関
の
早
期
実
現
に
つ
い
て
は
、

実
践
的
な
職
業
教
育
の
質
保
証
に
資
す
る
観

点
か
ら
新
機
関
の
制
度
設
計
に
つ
い
て
は
慎

重
か
つ
丁
寧
な
議
論
を
文
部
科
学
省
に
求
め

る
と
と
も
に
、
新
た
な
枠
組
み
の
先
導
的
試

行
で
あ
る
職
業
実
践
専
門
課
程
の
力
を
結
集

し
て
、
平
成
31
年
度
の
開
学
に
向
け
た
運
動

を
展
開
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
ま
た
専
門
学
校
制
度
の
充
実
・
改
善
に
必

要
な
方
策
の
実
現
に
関
し
て
は
、
文
部
科
学

省
や
厚
生
労
働
省
な
ど
行
政
府
と
の
連
携
の

強
化
を
図
り
、
専
門
学
校
教
育
へ
の
理
解
・

支
援
を
得
て
様
々
な
振
興
方
策
を
着
実
に
実

現
す
る
と
し
て
い
ま
す
。

　
総
会
の
第
5
号
議
案
で
は
、
任
期
満
了
に

伴
う
役
員
改
選
も
行
わ
れ
、
小
林
会
長
の
続

投
が
全
会
一
致
で
決
ま
り
ま
し
た
。
再
選
さ

れ
た
小
林
会
長
は
「
3
期
目
の
会
長
と
い
う

こ
と
で
、
皆
様
の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
な
が

ら
新
機
関
が
国
際
社
会
か
ら
評
価
さ
れ
る
制

度
に
な
る
よ
う
に
努
力
し
、
大
き
な
ジ
ャ
ン

プ
で
職
業
教
育
の
発
展
を
図
っ
て
い
き
た

い
」
と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

重
点
目
標
に
新
機
関
の
早
期
実
現

全
会
一
致
で
小
林
会
長
の〝
続
投
〟も

平成28年度の事業計画などを決めた本協会の定例総会・理事会

全専協定例総会専門学校の分野別学生・生徒数

 　　計

 　　　　計
 測　　　量
 土木・建築
 電気・電子
工業 無線・通信
　分野 自動車整備
 機　　　械
 電子計算機
 情 報 処 理
 そ の 他

 　　　　計
農業 農　　　業
　分野 園　　　芸
 そ の 他

 　　　　計
 看　　　護
 准 看 護
 歯 科 衛 生

医療 歯 科 技 工

　分野 臨 床 検 査
 診療放射線
 はり・きゅう・あんま
 柔 道 整 復
 理学・作業療法
 そ の 他

 　　　　計
 栄　　　養

衛生 調　　　理

　分野 理　　　容
 美　　　容
 製菓・製パン
 そ の 他

 　　　　計

教育・ 保 母 養 成

社会福祉 教 員 養 成

　分野 介 護 福 祉
 社 会 福 祉
 そ の 他

 　　　　計
 商　　　業
 経理・簿記

商業 タイピスト

実務 秘　　　書

　分野 経　　　営
 旅　　　行
 情　　　報
 ビ ジ ネ ス
 そ の 他

 　　　　計
 家　　　政

服飾・ 家　　　庭

家政 和 洋 裁

　分野 料　　　理
 編物・手芸
 ファッションビジネス
 そ の 他

 　　　　計
 音　　　楽
 美　　　術
 デ ザ イ ン
 茶 華 道

文化・ 外 国 語

教養 演劇・映画

　分野 写　　　真
 通訳・ガイド
 受験・補習
 動　　　物
 法 律 行 政
 ス ポ ー ツ
 そ の 他

 648,348 （▼ 7,758 ） 287,308 361,040 38,189 27,782 582,377 （▼ 5,806 ） 249,963 332,414 

 83,131 （ 495 ） 71,294 11,837 5,141 16 77,974 （ 492 ） 66,555 11,419 
 453 （ 4 ） 431 22 0 0 453 （ 4 ） 431 22 
 12,613 （ 1,222 ） 10,125 2,488 267 0 12,346 （ 1,239 ） 9,868 2,478 
 3,219 （▼ 145 ） 3,107 112 738 16 2,465 （▼ 178 ） 2,364 101 
 511 （ 19 ） 320 191 6 0 505 （ 20 ） 314 191 
 18,927 （▼ 1,036 ） 18,413 514 556 0 18,371 （▼ 959 ） 17,867 504 
 1,355 （▼ 170 ） 1,326 29 646 0 709 （▼ 154 ） 684 25 
 3,227 （▼ 36 ） 2,801 426 0 0 3,227 （▼ 36 ） 2,801 426 
 26,379 （▼ 141 ） 22,147 4,232 1,734 0 24,645 （▼ 119 ） 20,674 3,971 
 16,447 （ 778 ） 12,624 3,823 1,194 0 15,253 （ 675 ） 11,552 3,701 

 4,949 （▼ 47 ） 3,492 1,457 21 0 4,928 （▼ 63 ） 3,476 1,452 
 3,126 （▼ 6 ） 2,275 851 21 0 3,105 （▼ 22 ） 2,259 846 
 850 （▼ 29 ） 548 302 0 0 850 （▼ 29 ） 548 302 
 973 （▼ 12 ） 669 304 0 0 973 （▼ 12 ） 669 304 

 207,234 （▼ 7,645 ） 66,312 140,922 10,924 90 196,220 （▼ 6,503 ） 63,875 132,345 
 95,696 （▼ 1,253 ） 13,982 81,714 393 2 95,301 （▼ 1,235 ） 13,889 81,412 
 11,748 （▼ 215 ） 3,254 8,494 10,479 0 1,269 （ 912 ） 970 299 
 18,286 （▼ 371 ） 24 18,262 0 0 18,286 （▼ 371 ） 24 18,262 
 1,937 （▼ 349 ） 1,047 890 0 0 1,937 （▼ 349 ） 1,047 890 
 3,883 （▼ 78 ） 1,464 2,419 0 0 3,883 （▼ 78 ） 1,464 2,419 
 2,990 （▼ 40 ） 1,806 1,184 0 0 2,990 （▼ 40 ） 1,806 1,184 
 10,816 （▼ 319 ） 6,130 4,686 52 0 10,764 （▼ 325 ） 6,088 4,676 
 14,148 （▼ 939 ） 10,846 3,302 0 0 14,148 （▼ 939 ） 10,846 3,302 
 34,488 （▼ 3,060 ） 20,930 13,558 0 0 34,488 （▼ 3,060 ） 20,930 13,558 
 13,242 （▼ 1,021 ） 6,829 6,413 0 88 13,154 （▼ 1,018 ） 6,811 6,343 

 77,971 （▼ 1,952 ） 24,953 53,018 5,553 550 71,868 （▼ 1,528 ） 22,175 49,693 
 6,215 （▼ 160 ） 1,176 5,039 32 0 6,183 （▼ 155 ） 1,159 5,024 
 18,060 （▼ 1,147 ） 10,367 7,693 3,438 134 14,488 （▼ 830 ） 8,441 6,047 
 1,387 （▼ 363 ） 861 526 255 0 1,132 （▼ 249 ） 667 465 
 34,580 （▼ 214 ） 9,296 25,284 1,241 281 33,058 （▼ 195 ） 8,845 24,213 
 12,402 （ 288 ） 2,958 9,444 587 121 11,694 （ 237 ） 2,768 8,926 
 5,327 （▼ 356 ） 295 5,032 0 14 5,313 （▼ 336 ） 295 5,018 

 37,365 （▼ 3,489 ） 11,111 26,254 1,266 0 36,099 （▼ 3,533 ） 10,614 25,485 
 14,800 （ 449 ） 2,752 12,048 136 0 14,664 （ 412 ） 2,701 11,963 
 5,954 （▼ 666 ） 1,133 4,821 0 0 5,954 （▼ 666 ） 1,133 4,821 
 10,552 （▼ 1,965 ） 4,670 5,882 424 0 10,128 （▼ 1,991 ） 4,483 5,645 
 4,271 （▼ 682 ） 1,877 2,394 483 0 3,788 （▼ 710 ） 1,618 2,170 
 1,788 （▼ 625 ） 679 1,109 223 0 1,565 （▼ 578 ） 679 886 

 72,778 （ 2,727 ） 31,759 41,019 8,635 69 64,074 （ 2,741 ） 26,082 37,992 
 10,070 （ 279 ） 5,592 4,478 4,689 0 5,381 （ 321 ） 2,671 2,710 
 9,625 （ 49 ） 5,533 4,092 312 69 9,244 （▼ 62 ） 5,292 3,952 
 0 （▼ 2 ） 0 0 0 0 0 （▼ 2 ） 0 0 
 553 （ 12 ） 41 512 0 0 553 （ 14 ） 41 512 
 3,021 （ 283 ） 1,877 1,144 0 0 3,021 （ 286 ） 1,877 1,144 
 14,359 （ 907 ） 4,844 9,515 0 0 14,359 （ 907 ） 4,844 9,515 
 10,947 （ 856 ） 7,632 3,315 2,312 0 8,635 （ 942 ） 5,954 2,681 
 15,436 （ 172 ） 1,946 13,490 437 0 14,999 （ 193 ） 1,633 13,366 
 8,767 （ 171 ） 4,294 4,473 885 0 7,882 （ 142 ） 3,770 4,112 

 18,654 （▼ 44 ） 4,045 14,609 2,922 456 15,276 （ 484 ） 3,331 11,945 
 1,581 （▼ 161 ） 534 1,047 1,048 0 533 （▼ 164 ） 119 414 
 177 （▼ 26 ） 2 175 177 0 0 （▼ 2 ） 0 0 
 12,025 （ 182 ） 2,293 9,732 1,380 382 10,263 （ 306 ） 2,059 8,204 
 299 （▼ 504 ） 53 246 0 0 299 （▼ 133 ） 53 246 
 423 （ 64 ） 0 423 0 74 349 （ 64 ） 0 349 
 3,894 （ 425 ） 1,115 2,779 271 0 3,623 （ 417 ） 1,085 2,538 
 255 （▼ 24 ） 48 207 46 0 209 （▼ 4 ） 15 194 

 146,266 （ 2,197 ） 74,342 71,924 3,727 26,601 115,938 （ 2,104 ） 53,855 62,083 
 13,068 （▼ 335 ） 5,752 7,316 515 0 12,553 （▼ 379 ） 5,618 6,935 
 2,942 （ 397 ） 1,010 1,932 197 356 2,389 （ 366 ） 844 1,545 
 20,477 （ 276 ） 7,919 12,558 492 90 19,895 （ 318 ） 7,703 12,192 
 95 （ 10 ） 18 77 0 0 95 （ 10 ） 18 77 
 10,066 （ 973 ） 3,558 6,508 145 0 9,921 （ 980 ） 3,513 6,408 
 6,598 （▼ 163 ） 2,849 3,749 0 0 6,598 （▼ 163 ） 2,849 3,749 
 824 （ 36 ） 419 405 0 0 824 （ 36 ） 419 405 
 4,001 （ 493 ） 1,126 2,875 0 0 4,001 （ 493 ） 1,126 2,875 
 24,539 （▼ 1,118 ） 17,826 6,713 0 24,539 0 （ 0 ） 0 0 
 12,569 （▼ 380 ） 2,497 10,072 0 12 12,557 （▼ 382 ） 2,496 10,061 
 15,289 （▼ 221 ） 11,957 3,332 0 8 15,281 （▼ 217 ） 11,950 3,331 
 9,683 （▼ 55 ） 6,539 3,144 133 0 9,550 （▼ 48 ） 6,433 3,117 
 26,115 （ 2,284 ） 12,872 13,243 2,245 1,596 22,274 （ 1,090 ） 10,886 11,388 

 （　）内は前年比の増減。▼は減を示す　
※熊本地震の影響に配慮し、熊本県の専門学校の数値は速報に反映されていない。

 計 男 女   計 男 女

文
部
科
学
省
／
平
成
28
年
度
学
校
基
本
調
査（
速
報
）
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文
部
科
学
省
は
8
月
4
日
、
平

成
28
年
度
の
学
校
基
本
調
査
（
速

報
）
を
発
表
し
ま
し
た
。

　
調
査
に
よ
り
ま
す
と
今
春
の
高

校
卒
業
者
は
1 

0 

4
万
3 

5 

5 

5

人
で
、
こ
の
う
ち
大
学
（
学
部
）

へ
進
学
し
た
者
は
51
万
4 

9 

8 

4

人
、
進
学
率
は
前
年
度
よ
り
0
・

5
ポ
イ
ン
ト
上
昇
し
て
49
・
3
％

と
な
り
過
去
最
高
を
記
録
し
ま
し
た
。

　
一
方
、
専
門
学
校
へ
の
進
学
者
は
前
年
よ

り
7 

7 

2 

4
人
減
っ
て
17
万
1 

0 

3
人
と
な

り
、
進
学
率
は
前
年
度
よ
り
0
・
4
ポ
イ

ン
ト
ダ
ウ
ン
し
て
16
・
3
％
に
な
り
ま
し

た
。
ま
た
短
大
（
本
科
）
へ
の
進
学
者
は

5
万
2 

6 

8 

3
人
で
、
進
学
率
は
前
年
度
よ

り
0
・
2
ポ
イ
ン
ト
ダ
ウ
ン
し
て
5
・
0
％

に
な
り
ま
し
た
。
就
職
者
は
前
年
度
よ
り

3 

9 

2 

8
人
減
少
し
て
18
万
5 

7 

5 

1
人
と

な
り
、
就
職
率
は
前
年
度
と
同
じ
17
・
8
％

で
し
た
。

　
専
門
学
校
の
在
籍
者
は
前
年
度
よ
り

5 

8 

0 

6
人
減
っ
て
58
万
2 

3 

7 

7
人
と
な

り
ま
し
た
（
熊
本
地
震
の
影
響
に
配
慮
し
、熊

本
県
の
専
門
学
校
・
高
等
学
校
の
数
値
は
速
報

に
反
映
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
）。
こ
れ
を
分
野
別

に
み
ま
す
と
①
医
療
分
野（
19
万
6 

2 

2 

0

人
）②
文
化
・
教
養
分
野（
11
万
5 

9 

3 

8

人
）③
工
業
分
野（
7
万
7 

9 

7 

4
人
）④
衛

生
分
野（
7
万
1 

8 

6 

8
人
）⑤
商
業
実
務
分

野
（
6
万
4 

0 

7 

4
人
）
⑥
教
育
・
社
会
福

祉
分
野
（
3
万
6 

0 

9 

9
人
）
⑦
服
飾
・
家

政
分
野
（
1
万
5 

2 

7 

6
人
）
⑧
農
業
分
野

（
4 

9 

2 

8
人
）
の
順
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
前
年
度
よ
り
増
え
た
分
野
は
▽
商
業
実
務

分
野
（
2 

7 

4 

1
人
増
）
▽
文
化
・
教
養
分

野
（
2 

1 

0 

4
人
増
）
▽
工
業
分
野
（
4 

9  

2
人
増
）
▽
服
飾
・
家
政
分
野
（
4 

8 

4
人
増
）

で
、
減
少
し
た
分
野
は
▽
医
療
分
野
（
6 

5  

0 

3
人
減
）
▽
教
育
・
社
会
福
祉
分
野
（
3  

5 

3 

3
人
減
）
▽
衛
生
分
野
（
1 

5 

2 

8
人

減
）
▽
農
業
分
野
（
63
人
減
）
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　
特
に
増
え
た
学
科
を
み
る
と
工
業
分
野
の

土
木
・
建
築
（
1 

2 

3 

9
人
増
）、
文
化
・

教
養
分
野
の
外
国
語
（
9 

8 

0
人
増
）、
医

療
分
野
の
准
看
護
（
9 

1 

2
人
増
）、
商
業

実
務
分
野
の
情
報
（
9 

4 

2
人
増
）、
旅
行

（
9 

0 

7
人
増
）、
服
飾
・
家
政
分
野
の
フ
ァ
ッ

シ
ョ
ン
ビ
ジ
ネ
ス
（
4 

1 

7
人
増
）
な
ど
。

　
一
方
、
減
少
が
著
し
い
の
は
医
療
分
野
の

理
学
・
作
業
療
法
（
3 

0 

6 

0
人
減
）、
看
護

（
1 

2 

3 

5
人
減
）、
柔
道
整
復

（
9 

3 

9
人
減
）、
教
育
・
社
会
福

祉
分
野
の
介
護
福
祉
（
1 

9 

9 

1

人
減
）、社
会
福
祉（
7 

1 

0
人
減
）

な
ど
。

文部科学省／28年度学校基本調査（速報）

専
門
学
校
進
学
率
は
0.4
ポ
イ
ン
ト

ダ
ウ
ン
し
16
・
3
％
に

分
野
別
学
生
数
で
は
４
増
４
減

~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~

~
~
~
~
~
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~
~
~
~
~
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~
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専門学校進学率

大学（学部）進学率

17.8
18.5

19.2
20.5

21.9

35.2 34.4
33.1

30.5

27.7

25.6

24.3
23.5

22.7

20.2

18.6

17.1

18.4
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18.0

18.5 19.0 18.2

15.8

16.3 16.8 17.0
17.5 17.8 17.8

25.3 27.4
29.6

32.2

34.9

35.8 36.2
36.3 37.2

39.3

41.8

44.1
45.9

47.3 47.8 47.6 47.6 47.3 48.0
48.8 49.3

19.2 19.0 18.2
16.8

15.3
14.7

15.9
16.2 16.8

17.0 17.0 16.7 16.3

7.8 7.5 7.1 6.7 6.5 6.2 6.0 5.8 5.5 5.4 5.3 5.2 5.0

12.4 12.5  
11.6  

9.9 9.0 8.4 8.0

12.9 13.2
13.7 13.8 13.7 13.3 13.0

14.2 14.9 15.3 15.6 15.6
16.1 16.115.7 15.7 16.2

16.8
17.0

17.6
18.8

23.6

短期大学進学率

就職率

新規高等学校卒業者の進路状況の推移

短大（本科）
52,683人
（5.0％）

大　学
（学　部）
514,984人
（49.3%）

専門学校
進学者
170,103人
（16.3％）

一時的な仕事
に就いた者

8,388人（0.8％）
就職者

185,751人
（17.8％）
185,751人
（17.8％）

無業者・その他
45,590人（4.4％）

専修学校等入学者
55,762人（5.3％）

公共職業能力
開発施設等
6,104人
（0.6％）

各種学校 26,602人（2.5％）

一般課程等 29,160人（2.8％）

就職者

大学、短大の
通信教育等
4,837人（0.5％）

卒業者
1,043,555人

大学等進学者
572,504人（54.9％）

新規高卒者の進路
   総　　数 工　　業 農　　業 医　　療 衛　　生 教 育 ・ 商業実務 服 飾 ・ 文 化 ・
        社会福祉  家　　政 教　　養
 51 年 90,619 12,449 23 15,510 2,392 5,332 6,198 45,278 3,437
 52 年 268,990 45,384 331 58,934 14,467 18,862 17,845 88,740 24,427
 53 年 310,800 53,138 388 73,996 19,803 22,503 22,481 88,689 29,802
 54 年 321,379 56,620 386 80,652 21,713 20,209 27,703 79,928 34,168
 55 年 337,864 62,718 382 86,654 23,816 19,295 34,742 69,694 40,563
 56 年 356,479 66,598 417 94,848 29,072 19,725 39,242 64,839 41,738
 57 年 361,937 72,363 441 97,968 27,773 18,142 43,364 58,920 42,966
 58 年 385,911 85,635 432 102,102 30,331 16,917 49,264 55,416 45,814
 59 年 404,153 92,295 428 104,979 30,129 16,640 55,253 52,631 51,798
 60 年 398,821 92,141 431 105,353 29,382 15,229 56,039 49,233 51,013
 61 年 434,489 103,767 494 110,877 33,026 16,302 62,236 49,282 58,505
 62 年 483,220 124,496 515 113,349 36,498 17,522 75,970 48,631 66,239
 63 年 521,574 142,353 815 115,135 36,781 18,506 88,460 47,407 72,117
 元 年 559,046 158,441 1,266 116,327 34,164 22,388 100,505 46,466 79,489
 2 年 611,503 177,753 1,418 119,913 32,791 24,538 122,761 45,124 87,205
 3 年 658,150 194,977 1,768 124,585 32,984 28,032 139,181 41,652 94,971
 4 年 691,343 202,916 2,007 133,487 33,609 29,536 146,267 40,295 103,226
 5 年 701,649 192,203 2,427 140,238 37,215 35,028 151,663 37,889 104,986
 6 年 684,738 171,570 2,852 150,300 43,130 40,196 140,465 35,634 100,591
 7 年 664,562 159,012 2,959 159,360 46,603 45,174 124,083 33,115 94,256
 8 年 659,057 156,203 2,765 165,954 49,197 50,903 110,581 31,393 92,061
 9 年 652,072 155,167 2,711 166,411 49,907 54,890 98,419 30,890 93,677
 10 年 634,379 145,581 2,735 171,006 48,680 54,664 85,878 31,247 94,588
 11 年 635,369 133,921 3,682 171,386 63,732 56,715 76,287 33,360 96,286
 12 年 637,308 130,207 3,458 175,913 67,908 60,864 67,662 33,512 97,784
 13 年 642,893 126,112 3,298 179,719 71,712 62,645 67,641 32,495 99,271
 14 年 659,780 122,883 3,370 185,899 76,882 62,419 69,745 30,352 108,230
 15 年 685,350 122,810 2,333 192,990 82,493 64,664 72,283 29,254 118,523
 16 年 697,212 118,963 2,402 201,403 85,946 67,573 71,691 27,192 122,042
 17 年 695,608 111,882 2,705 207,754 86,730 67,564 70,930 25,333 122,710
 18 年 667,188 101,957 3,096 208,523 84,804 61,790 65,659 23,067 118,292
 19 年 627,397 90,707 3,393 203,249 80,747 52,124 61,781 21,568 113,828
 20 年 582,864 82,572 3,498 196,980 72,789 40,378 57,558 20,963 108,126
 21 年 552,711 76,420 3,667 192,616 66,836 34,438 55,009 18,910 104,815
 22 年 564,640 75,570 4,390 194,439 70,048 38,101 58,248 17,420 106,424
 23 年 574,152 76,831 4,926 197,381 72,393 41,073 60,710 16,161 104,677
 24 年 578,119 75,381 4,928 202,023 73,745 40,314 59,593 16,475 105,660
 25 年 587,330 76,088 4,906 204,919 75,356 41,996 58,506 16,074 109,485
 26 年 588,888 76,934 4,971 204,320 75,006 41,506 58,249 15,204 112,698
 27 年 588,183 77,482 4,991 202,723 73,396 39,632 61,333 14,792 113,834
 28 年 582,377 77,974 4,928 196,220 71,868 36,099 64,074 15,276 115,938

専門学校の分野別学生数の推移
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■TCE財団／教科「職業とキャリア」教員養成プロジェクト■

アクティブラーニングファシリテーター養成研修会を開催
教科「職業とキャリア」を題材にした新たな教育手法

　
ア
ク
テ
ィ
ブ
ラ
ー
ニ
ン
グ
は
、
教
員
に
よ

る
一
方
向
的
な
講
義
形
式
の
教
育
と
は
異
な

る
、
学
習
者
の
能
動
的
な
学
習
へ
の
参
加
を

取
り
入
れ
た
新
た
な
教
育
手
法
と
し
て
注
目

さ
れ
て
お
り
、
近
年
は
、
国
の
教
育
施
策
の

中
に
も
盛
り
込
ま
れ
て
い
ま
す
。
近
い
将
来
、

各
教
育
段
階
で
、
ア
ク
テ
ィ
ブ
ラ
ー
ニ
ン
グ

の
導
入
が
予
想
さ
れ
る
な
か
、
教
育
現
場
で

は
、
指
導
教
員
の
養
成
が
喫
緊
の
課
題
と
さ

れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
ア
ク
テ
ィ
ブ
ラ
ー
ニ
ン
グ
は
、
変

化
の
激
し
い
時
代
を
生
き
抜
く
た
め
に
必
要

な
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
ス
キ
ル
（
専
攻
・
専
門
に

関
わ
ら
ず
、
社
会
で
求
め
ら
れ
る
汎
用
的
な

能
力
・
態
度
・
志
向
）
の
育
成
に
適
し
た
教

育
手
法
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
ス
キ
ル
は
、
専
門
知

識
や
ス
キ
ル
を
活
用
す
る
た
め
の
基
盤
と
な

る
力
で
あ
り
「
予
測
困
難
な
時
代
の
セ
ー
フ

テ
ィ
・
ネ
ッ
ト
」
と
も
言
え
る
も
の
で
す
。

そ
し
て
こ
れ
は
、
高
度
な
専
門
教
育
を
支
え

る
た
め
に
開
発
さ
れ
た
、教
科
「
職
業
と
キ
ャ

リ
ア
」
に
通
ず
る
も
の
で
あ
り
、「
基
盤
教
育
」

と
い
う
共
通
の
キ
ー
ワ
ー
ド
の
も
と
、
新
し

い
教
育
手
法
を
確
立
さ
せ
る
べ
く
、
今
回
の

研
修
会
の
開
催
に
至
り
ま
し
た
。

　
分
野
の
垣
根
を
越
え
た
教
員
を
対
象
に
し

た
こ
の
研
修
会
で
は
、
教
科
「
職
業
と
キ
ャ

リ
ア
」
を
題
材
に
、
ア
ク
テ
ィ
ブ
ラ
ー
ニ
ン

グ
導
入
の
意
義
や
授
業
の
組
み
立
て
方
、
進

め
方
に
つ
い
て
教
員
の
理
解
を
深
め
、
学
生

の
主
体
的
・
能
動
的
学
び
を
支
援
・
促
進
す

る
た
め
の
「
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
」
の
手

法
を
身
に
付
け
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま

す
。

　
堀
田
恭
平
静
岡
県
副
会
長
か
ら
開
会
あ
い

さ
つ
が
述
べ
ら
れ
た
後
、
研
修
は
5
人
1
組

で
、
6
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
行
わ
れ

ま
し
た
。
講
師
を
務
め
た
河
合
塾
教
育
研
究

部
Ｋ
Ｅ
Ｉ
ア
ド
バ
ン
ス
の
堀
上
晶
子
さ
ん
が

研
修
の
目
標
や
目
的
を
受
講
者
に
伝
え
た
あ

と
、
日
本
は
社
会
の
大
き
な
転
換
期
を
迎
え

て
い
る
と
指
摘
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
や
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
の
進
展
に
よ
り
「
何
を
教
え
る

か
」
と
い
う
知
識
の
質
や
量
の
改
善
は
当
然

の
こ
と
、「
ど
の
よ
う
に
学
ぶ
か
」
を
重
視
す

る
教
育
の
転
換
が
大
切
で
あ
る
と
強
調
、
そ

の
上
で
課
題
の
発
見
と
解
決
に
向
け
て
主
体

的
・
協
同
的
に
学
ぶ
学
習
法
、
つ
ま
り
ア
ク

テ
ィ
ブ
ラ
ー
ニ
ン
グ
の
重
要
性
を
力
説
し
ま

し
た
。

　
講
義
の
あ
と
、
従
来
の
受
動
的
な
学
習
で

は
な
く
、
書
く
、
話
す
、
発
表
す
る
な
ど
の

能
動
的
な
学
習
法
に
取
り
掛
か
り
、
ワ
ー
ク

シ
ー
ト
を
活
用
し
た
ア
ク
テ
ィ
ブ
ラ
ー
ニ
ン

グ
型
の
授
業
に
入
り
ま
し
た
。

◇
　
　
◇
　
　
◇

　
ア
ク
テ
ィ
ブ
ラ
ー
ニ
ン
グ
の
教
員
に
求
め

ら
れ
る
①
授
業
設
計
②
教
材
③
レ
ク
チ
ャ
ー

（
教
え
方
）
④
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
（
支

え
方
）
と
い
う
4
つ
の
観
点
を
確
認
後
、
研

修
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　
今
回
の
研
修
の
核
と
な

る
、
授
業
設
計
で
は
、
基

礎
的
・
汎
用
的
能
力
を
養

う
プ
ロ
セ
ス
と
し
て
、
講

義
、
実
習
、
発
表
へ
と
授

業
が
展
開
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
プ
ロ
セ
ス
を
経
て
グ

ル
ー
プ
に
属
す
る
そ
れ
ぞ

れ
の
受
講
者
が
自
由
に
意

見
を
出
し
合
い
、
批
判
や

評
価
を
せ
ず
に
多
様
な
意

見
を
受
け
入
れ
た
あ
と
、

他
の
受
講
者
に
ア
イ
デ
ィ

ア
を
繋
ぐ
作
業
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　
具
体
的
に
は
、
こ
こ
で
出
さ
れ
た
意
見
や

ア
イ
デ
ィ
ア
の
関
係
を
可
視
化
す
る
た
め

に
、
受
講
者
は
マ
ッ
プ
化
の
作
業
に
入
り
ま

し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
意
見
や
ア
イ
デ
ィ
ア
を

カ
ー
ド
に
記
入
、
議
論
が
共
有
し
や
す
い
よ

う
に
共
通
点
の
あ
る
カ
ー
ド
を
集
め
て
グ

ル
ー
プ
化
し
ま
し
た
。
そ
れ
を
グ
ル
ー
プ

ご
と
に
「
見
出
し
」
を
付
け
、
そ
の
上
で
全

体
の
タ
イ
ト
ル
を
付
け
て
作
業
が
終
了
。
完

成
し
た
6
つ
の
マ
ッ
プ
を
そ
れ
ぞ
れ
の
グ

ル
ー
プ
が
順
次
巡
回

し
て
観
察
し
な
が

ら
、
各
グ
ル
ー
プ
の

「
気
づ
き
」
を
確
認

し
て
い
ま
し
た
。

　
教
科
「
職
業
と

キ
ャ
リ
ア
」
と
関
連

し
た
部
分
と
し
て

は
、
体
験
授
業
の
中

で
、
キ
ャ
リ
ア
ア

ン
カ
ー
を
題
材
に
、

キ
ャ
リ
ア
選
択
を
行

う
際
に
重
視
し
て
い

る
こ
と
、そ
の
理
由
、

具
体
的
な
エ
ピ
ソ
ー

ド
を
記
入
し
討
議
す

る
授
業
の
一
端
が
紹

介
さ
れ
ま
し
た
。
一

方
、
ワ
ー
ク
シ
ー
ト

は
、
教
科
「
職
業
と

キ
ャ
リ
ア
」
の
中
で

も
重
視
さ
れ
て
い

る
、「
基
礎
的
・
汎

用
的
能
力
」
の
例
と

し
て
、
居
酒
屋
で
働

く
店
員
の
経
験
や
行

動
を
基
に
、
顧
客
と

の
ト
ラ
ブ
ル
解
消
法
な
ど
を
評
価
し
て
、
店

員
の
強
み
や
弱
み
な
ど
を
記
入
す
る
も
の
、

ま
た
教
員
に
求
め
ら
れ
る
「
4
つ
の
観
点
」

か
ら
教
員
自
身
の
授
業
に
活
か
し
た
い
こ
と

な
ど
を
記
入
す
る
も
の
な
ど
15
項
目
の
シ
ー

ト
が
用
意
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

◇
　
　
◇
　
　
◇

　
研
修
に
参
加
し
た
あ
る
受
講
者
は
「
普
段

の
授
業
で
も
今
日
の
教
育
手
法
を
積
極
的
に

採
り
入
れ
て
い
ま
す
が
、
私
の
授
業
を
検
証

す
る
上
で
こ
の
研
修
は
本
当
に
有
意
義
な
も

の
と
な
り
ま
し
た
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　
研
修
会
を
終
え
て
、
中
村
静
岡
県
会
長
が

「
こ
の
ア
ク
テ
ィ
ブ
ラ
ー
ニ
ン
グ
の
中
に
、
Ｔ

Ｃ
Ｅ
財
団
が
開
発
し
た
教
科
『
職
業
と
キ
ャ

リ
ア
』
を
組
み
込
ん
で
も
ら
い
、
具
体
的
な

例
を
活
用
し
て
教
育
手
法
の
向
上
を
図
っ
て

ほ
し
い
」
と
述
べ
た
上
で
「
学
生
た
ち
が
社

会
に
出
て
困
難
な
壁
を
乗
り
越
え
て
い
く
底

力
を
先
生
方
に
つ
け
て
も
ら
い
た
い
」
と
呼

び
か
け
ま
し
た
。

　
Ｔ
Ｃ
Ｅ
財
団
で
は
、
教
科
「
職
業
と
キ
ャ

リ
ア
」
の
普
及
推
進
に
向
け
た
、
全
国
的
な

事
業
展
開
を
目
指
し
て
お
り
、
そ
の
動
向
に

今
後
も
目
が
離
せ
ま
せ
ん
。

　一般財団法人職業教育・キャリア教育財団（福田益和理
事長、以下ＴＣＥ財団）は8月23日、静岡市葵区追手町の
静岡県私学会館で公益社団法人静岡県職業教育振興会（中
村徹会長）の協賛を得て、教科「職業とキャリア」教員養
成プロジェクト『アクティブラーニングファシリテーター
養成研修会』を開催しました。近年注目を集めている新し
い教育手法の研修会をリポートします。

研
修
会
で
閉
会
の
あ
い
さ
つ
を
す
る
中
村
徹
会
長

自分の意見を自由に発言し、他人の意見に対し
批判や評価をせず、多様な意見を受け入れる

アクティブラーニングのプロセス

教科「職業とキャリア」を題材に開かれたアクティブラーニングの研修会

出された意見を書き出し、マップ
化に向けて整理してマップを作る

完成したマップを巡回して観察し、
各グループの「気付き」を共有

各グループの代表がグループ
内の意見をまとめ発表する

話  す

マップ化

共  有

発  表
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